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明治政府が日本の医療を近代化するに
際して、手本にしたのはドイツ医学でし
た。ところが、ドイツ近代科学史をひも
とくと、当時のドイツには２つの潮流が
あり、それに基づきドイツ医学には２つ
の側面があることがわかります。日本が
意識的に取り入れることをしなかったド
イツのもう一つの姿に焦点を当てること
で、ドイツにおける医療の全体像を浮か
び上がらせてみたいと思います。

まずは、日本が積極的に取り入れた１
つ目の流れをご紹介したいと思います。
それは近代物理学や化学がたどった道で、
現象の構成要素を徹底的に分解して微細
な粒子や物質を調べ尽くす方法をとりま
す。その流れは、医学の分野では解剖学、
細胞学、細菌学などの分野で発展してい
きました。

細菌学者・コッホ

ドイツ医学を最高峰へと導いた病理細
菌学者であるコッホ（Robert Koch 1843
～ 1910）は、1882 年に結核菌、1884 年
にコレラ菌を発見し、病気の原因が細菌
にあるという新しい視点を世に知らしめ、
感染症治療への可能性に大きな一歩を踏
み出した人物です。のちに結核に関する
研究の業績のためノーベル生理学医学賞
を受賞するに至りますが、彼の偉大な成
果も、この流れの中から生まれ出たこと
になります。明治維新に、日本がドイツ
から取り入れたのは、この流れに限定さ

れていました。
ちなみに、コッホはノーベル賞受賞者

を数名含む優秀な弟子を多く輩出しまし
たが、そのなかには、「日本の細菌学の
父」として知られる北里柴三郎（1852
～ 1931）がいます。彼は、破傷風菌の
純粋培養に成功して、その毒素を証明し、
血清療法を創始したことで有名です。

生態学者・アレクサンダー・
フォン・フンボルト

次に、もうひとつの流れについて見て
みましょう。２つ目の立場は、ある生体
について、それをとりまくあらゆる環境
因子との “関係性 “のなかで調べようと
します。この研究方法を打ち立てたの
は、近代生態学（ecology）の祖といわ
れているアレクサンダー・フォン・フン
ボルト（Alexander von Humboldt 1769 ～
1859）です。生体を、環境との関連を
考慮しながら多角的かつ学際的にみると
いう彼の研究方法は、病気の原因を細胞
や細菌にいたるまで微細にみて、それら
一つ一つを、全体を構成する部品として
扱おうとする顕微鏡的視点とは全く異な
る方向性をもっています。

ちなみにアレクサンダー・フォン・
フンボルトと同時代を生きた文豪ゲー
テ（Johann Wolfgang von Goethe 1749
～ 1832）は、気象と知性との関連に注
目しました。彼は気象観測にまつわる
情報を集めて劇作家シラー（Christoph 

Friedrich von Schiller 1759 ～ 1805）と、
それぞれの頭脳の明晰さが風や気温によ
ってどのような影響を受けたかを論じあ
ったようです。当時から、環境との関連
のなかで人間をとらえようとする見方が
あったことがわかります。

ただし、「環境」といっても、それを
どの範囲に限定するのか、環境との関連
で人間の何を調べたいのかによって内容
が限定されることになるので、生態学的
な方法論は多くの学問領域を生み出して
いくことになります。生態学が学際的な
色調を帯びるのはそのためです。

たとえば人間をとりまく「環境」とい
ったときには、自然環境だけでなく住居
環境といった人工的な環境も含まれます
し、気候や日照時間などによる生体リズ
ムはもちろんのこと、人間との関わりを
環境ととらえることができるならば、人
間関係や、それに伴う心理的ストレスも
含まれることになります。従って、病気
の原因や健康へと導く要因を追求すると
きには、その人をとりまくあらゆる要素
が研究対象になるわけです。

では、この２つ目の生態学的な視点は、
ドイツの医療の世界ではどのように活か
されていったのでしょうか？

ドイツにおいては、近代以降この２つ
の潮流は、医療の分野でも異なる発展を
遂げました。１つ目の流れは、現在でも
西洋医学の分野で、ほぼ日本と同じよう
な形で発展し続けているわけですが、２
つ目の流れは、おもに「保養地の医療」（温
泉療法や気象療法）や、いわゆる「自然

私たちは今、人間を取り巻く環境が人体に
及ぼす影響について無自覚でいられないよう
な時代に生きています。環境が人間に及ぼす
影響について長年取り組んできたドイツの横
顔を「医療と環境」という視点から、
①「ドイツ近代科学史に見られる２つの潮流」
②「保養地における医療」
③「ドイツ統合医療の一例」

と３回にわたってご紹介したいと思います。
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療法」のなかで受け継がれ、発展してき
たと考えることができます。

次に、この保養地の医療が発展してき
た背景について少し触れたいと思います。

環境と人間の体調

世界的に有名なドイツの保養地医療
（温泉療法や気象療法）は、天然の温泉
水や泥やガス、そのほか気候要素などを
含めて医療に利用します。ドイツでは、
そうした天然素材をそのまま放置するこ
となく、治療材料としての自然環境その
ものを生態学的な方法論を用いて研究す
る科学が発展していきました。そのな
かで重要なもののひとつに「生気象学」

（biometeorology）という環境科学の分野
があります。

そのなかには環境を気象にしぼり、地
域ごとにどのような気象の特徴があっ
て、それが人体にどのような影響を及ぼ
すかを調べた「生気候地域」（bioclimatic 
region）に関する研究がありますし、そ
の地域がどの病気に良いか、治療するに
はどの気候地域が適しているかといった
ところまで研究は深められています。

また、生態学と医療の関係で興味深い
ものといえば、ドイツ気象庁がテレビや
ラジオを通して放送している「医学気
象 予 報（Medizin-meterologische Vorher-
sage）です。日本でも最近、インフルエ
ンザや花粉に関する予報がありますが、
ドイツではじめて放送されたのは 1952

年で、その内容は、第二次世界大戦後に
気象台、医学、地理学、生物学に携わる
研究者たちが協力して、気象と健康につ
いて解析した膨大なデータに基づいてい
ます。

どのような天気のときにどのような身
体上の変化が生じるのかが天気予報と並
行して放送されるのですが、予報は、た
とえば次のような内容になります。「バ
イエルン地方にフェーン現象が起こるの
で、精神が不安定になる方が多く出るで
しょう」「秋の移動性高気圧の影響で喘
息になる人が増えるでしょう」「ドイツ
北部ベルリン地区では気圧の谷の影響で
身体への刺激が強まり、急性の心臓およ
び循環器系の障害が生じる可能性が高く
なるでしょう」

このような予報を、毎日のように耳に
していたら、誰でも「気候や環境と自分
の体調との関係」を自覚せざるを得なく
なるでしょう。

ドイツでは、こうした環境科学が生態
学という２つ目の流れのなかから発展し、
ある地域に特有な自然環境を活用した医
療と結びついて「保養地の医療」が根づ
いたわけなのです。

統合医療の必要性

冒頭でお伝えした細菌学者・コッホを
代表とする偉大なる近代医学の功績によ
って、確かに多くの難病が克服されてき
ました。ところが、細菌学の飛躍的な発

展や外科手術の驚異的な進歩のお陰で
人々の寿命が飛躍的に延びたために、近
年にいたっては生活習慣病や心因性の病
といった様々な環境因子を考えながら総
合的に診断する必要のある病気が問題に
なってきていることも疑いようのない事
実なのです。こうした背景から、病気の
原因を、たとえば細菌にのみ還元する１
つ目の方法論だけでなく、人間をとりま
くあらゆる環境因子を考慮に入れた２つ
目の方法論を活かしながら、この２つの
流れをいかに「統合」していくのかが医
療現場において今後課題になっていくこ
とは明らかです。

次回は、自然療法を含んだ形で行われ
る保養地での医療について、リハビリテ
ーション医学や予防医学との関わりのな
かで、さらに詳しくお伝えしたいと思い
ます。

参考資料
「薬と日本人」山崎幹夫著(芳川弘文館)
「人間・気象・病気」加地正郎著(NHKブックス)
「生気象学の事典」日本生気象学会編(朝倉書店)
「生気象学」日本生気象学会編(紀伊国屋書店)
「気象と人間」神山恵三著(紀伊国屋新書)
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◆おしらせ◆
4月17日（土）　15：50〜　自由が丘にて

「ドイツと日本の環境自然療法に関する勉強会」
が開催されます。
講師：�横浜国立大学名誉教授 宮脇昭氏(植樹・

森づくりについて)、北海道大学医学部
名誉教授 阿岸祐幸氏(保養地医療につ
いて)　他

主催：日独環境自然療法研究所
※詳細は本誌40P「SEMINAR INFORMATION」参照
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江戸
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★江戸中期・蘭学者輩出
★1774杉田玄白らにより「解体新書」出版
★1823シーボルト来航

★1869�明治政府により
ドイツ医学導入

★1885�森鷗外ドイツ留学

★1882 結核菌発見
★1884 コレラ菌発見

明治 大正 昭和 平成

ドイツ（ヨーロッパ）
近代科学の幕開け

西洋医学の
伝統
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細胞学
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生態学
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ロベルト・コッホ
1843−1910

北里柴三郎
1852−1931

アイザック・ニュートン
1642−1727

アレクサンダー・フォン・フンボルト
1769−1859

ゲーテ
1749−1832


